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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、血液凝固因子 XIII B サブユニットをコードします。血液凝固因子 XIII は、血液凝固カスケードにおいて最後に活性化される酵素原です。血漿因子 XIII は、2 つの A サブユニットと 2 つの B サブユニットからなるヘテロ四量体です。A サブユニットは触媒機能を持ち、B サブユニットは酵素活性を持たず、血漿担体分子として機能する可能性があります。血小板因子 XIII は、血漿由来のものと同一の 2 つの A サブユニットのみで構成されています。カルシウムイオン存在下でトロンビンによる活性化ペプチドの切断により活性化されると、血漿因子 XIII は B サブユニットを解離し、血小板因子 XIII と同じ活性酵素である因子 XIIIa を生成します。この酵素はトランスグルタミナーゼとして作用し、フィブリン分子間のガンマ-グルタミル-イプシロン-リジン架橋の形成を触媒し、フィブリン塊を安定化させます。第 XIII 因子欠乏症は、次のような疾患に分類されます。疾患: F13B の欠陥は、生涯にわたる出血傾向、創傷治癒不全、習慣性流産につながる可能性があります。,機能: 第 XIII 因子の B 鎖は触媒活性はありませんが、A サブユニットを安定化し、トロンビンによるトランスグルタミナーゼの形成速度を調節すると考えられています。,オンライン情報: 第 XIII 因子のエントリ,オンライン情報: シンガポールのヒト変異および多型データベース,類似性: 10 個の Sushi (CCP/SCR) ドメインが含まれます。,サブユニット: 2 つの A 鎖と 2 つの B 鎖からなる四量体です。,
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	F13B抗体を用いたHUVEC細胞の免疫蛍光染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした画像です。
	

	F13B抗体を用いたパラフィン包埋ヒト心臓組織の免疫組織化学染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした状態。
	

	1：1000希釈の因子XIII Bポリクローナル抗体を用いたCOLO細胞のウェスタンブロット分析

